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PCSA アクションレポート（理事会） 
令和 1年 7月版 

 

７月拡大理事会 

開催日時 令和 1年 7月 18日（木） 午後 4時～午後 5時 30分 

開催場所 TKP市ヶ谷カンファレンスセンター 3B（3階） 

出席者 理事 7名、幹部 5名、賛助会員オブザーバー19名、合計 31名 

 ＜代表理事＞ 

   加藤 英則 夢コーポレーション株式会社 代表取締役社長 

 ＜副代表理事＞ 

   金本 朝樹 株式会社アメニティーズ 代表取締役社長 

   大石 明徳 株式会社ニラク 取締役 

 ＜理事＞ 

   藤本 達司 株式会社ダイナム 代表取締役 

   福井 宏彰 株式会社加賀屋 代表取締役社長 

   金光 淳用 株式会社ヒカリシステム 代表取締役社長 

   河本 成佑 株式会社晋陽 代表取締役社長 

 ＜監事＞ 

   川辺 悦史 株式会社セルノ 取締役会長 

   宮村 伸輔 株式会社エルゴジャパン 常務取締役 

 ＜モデレーター＞ 

   佐藤 公平 株式会社ダイナム 取締役会長 

 ＜アドバイザー＞ 

   牛島 憲明 牛島憲明事務所 代表 

   藤田 宏 株式会社エンタテインメントビジネス総合研究所 代表取締役社長 

 ＜賛助会員オブザーバー＞ 

   中村 訓杓 大都販売株式会社 次長 

   國澤 良平 株式会社大商 景品流通部 部長 

   秋山  学 株式会社マースシステムズ 取締役 東日本支社長(株式会社マースエンジニアリング) 

   江藤 征弘 株式会社マースエンジニアリング 執行役員 東京営業部 部長 

   竹田 雅俊 株式会社ピーエーネット技術研究所 代表取締役社長 

   吉田順一朗 株式会社エース電研 課長 

   小玉 幹雄 株式会社昭和堂 専務取締役 

   伊藤 信明 オムロンアミューズメント株式会社 営業課長 

   中田 修一 J-NET株式会社 次長 

   白木 貴大 J-NET株式会社 課長代理 

   笹岡 広志 グローリーナスカ株式会社 営業統括部 副統括部長 

   菊山 勝三 グローリーナスカ株式会社 営業企画室 室長 

   桜井 一英 株式会社ビジョンサーチ社 代表取締役社長 

   岡本  健 株式会社東和商事 常務取締役 

   田野倉 司 合同会社 DMM.com 営業戦略部 マネージャー 

   伊藤 真祐 合同会社 DMM.com 渉外統括補佐 
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   齊藤 信孝 株式会社山宝商会 専務取締役 

   羽島 正敬 株式会社山宝商会 常務取締役 

   前川 竹志 株式会社インターコスモス 取締役部長 
 

第 1号審議議案 「同友会との共同検討会メンバー」審議【承認】 
 

当件について事務局より説明があった。 

＜経緯＞ 

PCSA6 月拡大理事会において、同友会と共同で検討する会の設置が承認された。それを受け、同友会と

協議した結果、代表理事プラス 2名の合計 3名をメンバーとする会を開催していく事になった。 

本理事会において PCSA からもメンバーを選出し検討会に臨みたい。 

＜同友会との共同検討会 PCSA メンバー案＞ 

加藤 英則 代表理事 

大石 明徳 副代表理事 

合田 康広 副代表理事 

＜今後について＞ 

本日現在、決まっているのは、両団体で 3名のメンバーを選出すること、第 1回目の開催を令和元年 7月

31日（水）に開催すること、の 2点のみ。 

7 月 31 日の第 1 回会議で、会の名称、会の進め方、スケジュールなどについて意見交換し、議論を進め

ていく。 

＜意見＞ 

・同友会では、今月の理事会の冒頭に代表理事の挨拶があり、今回の話があった。会員からは様々な意

見が出た。 

・話し合いにデッドラインやゴールを定めるのか？ ＞ それも含めて話を始める。 

・業界を良くしていくために出来ることを探る。その目的を達成するための手段を考えていきたい。 

＜審議＞ 

議長：起案の加藤代表理事、大石副代表理事、合田副代表理事というメンバーで検討会を開催してい

くという事でよいか？ 

一同：異議なし。 

議長：それでは、このメンバーで会合に臨む。会合の内容については記録してご報告したい。 
 

第 2号審議議案 「第 69回 PCSA公開経営勉強会 講師等」審議【承認】 

 
 

当件について事務局より説明があった。勉強会の講師について審議をして頂きたい。また、公開経営勉強会

前に賛助会員プレゼンテーションの枠を 30 分取っていたが、応募が無かったため今回は 30 分繰り上げてスケ

ジュールを組みたい。 

【スケジュール】 

日時：令和元年 8月 22日（木） 15：00～17：00  

会場：TKP ガーデンプレミアム神保町 プレミアムガーデン（スクール 240名） 

【勉強会テーマ】 

 パネルディスカッション「業界の未来を語る（案）」 

  コーディネーター： 藤田 宏様（株式会社エンタテインメントビジネス総合研究所 代表取締役社長） 

  パネラー    ： 未定（6月拡大理事会からの継続審議） 
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【パネルディスカッション パネラー案】 

（第 1案）産業としての基盤確立に向けて  ※重厚なメンバー 

A：国会議員 

B：行政 OB 

C：ホール経営企業 

D：メーカー／周辺機器／流通：供給サイド 

E：経済識者 

（第 2案）令和時代に  ※全体として若い世代で、 

A：ホール若手経営者 

B：PCSA関係者 

C：業界識者 

D：ホール責任者 

E：ホールスタッフ 

F：若手ユーザー 

G：人材採用関連業 

この中から、4～5名 

＊8月 22日開催なので、時間的な余裕がなく、木曜日の理事会で大枠決定。週末の参院選の結果

も含め、来週半ばには、告知を開始という段取りの予定。 

＊講師料はコーディネーター、パネラーとも 10万円（プラス交通費） 

 PCSA会員企業 役員、従業員は講師料なし。 

＜意見＞ 

・どこに向かって何を発信するのかが重要。バラバラ好き勝手に発言するのがパネルディスカッションではない。

行政と国会議員は同じ席には付かないと思われる。何を誰に話したいのかはっきりさせるべき。業界外の国

民に言いたいのか。何を目的に発信したいのかが分からない。 

・業界内にいる人に向けて、業界を安定的に確立していくためには、国会や行政も含めて対応していかない

といけないという考えがあった。 

・それであれば、業界誌でまとめて 1冊作るというのであればよいかもしれない。 

・尾立氏に、国政や国会を使ってどういった事が出来るのかを議員、行政の立場で話してもらうのはどうか。 

＞それは別の場所で話すのは良いと思われる。 

・尾立氏による別業界の族議員の経験を話は面白かった。国会議員に何をお願いできるのかが分かる。 

＞クローズドなら良いが、オープンではセンシティブ。 

・2 部の若い人が話すのであれば、夢とかのレベルでファシリテーションすべきだと考える。パネルディスカッション

よりは違うやり方があると思う。 

・若い新卒採用者にどう責任を取っていくか悩んでいる立場。不安感は確かにある。 

・POKKA 吉田さんを若手に入れたのは ＞業界に軸足を置いた人の中で知識が広い。重鎮のグループに

いてもいいと思う。 

・この業界が本当に必要なのかを議論した方が良いと思う。現状を見た上で話し合ってほしい。 

・業界というよりは、各ホールオーナーの不安や展望の話の方が響くと思う。多角化に進むのか、専業化して

いくのかというような話も聞きたい。 

・賛助会員の皆さんも不安感があると思う。管理遊技機になってドラスティックに変わってしまう。すでにレール
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に乗っている。 

・パネルディスカッションの中に依存の定義の話が出してほしい。当業界は、端からギャンブル等の中に入って

いるが、依存の定義について意思の統一がされていない。 

・経営者の抱える不安や展望を話すのは面白い。業界の不安に対して何か対案がないと答えがないまま終

わってしまう。 

・佐藤モデレーター、大石副代表理事より登壇しても良い、という意見が出た。 

・他には賛助会員の経営者の方にも出ていただきたい。 

・ホールサイドから見えない点も多いと思う。産業として見た時にバランスを崩さないためにホールと賛助企業

が別々の視点で語るのは面白い。 

・パネラーについて、代表理事、コーディネーター、事務局で決めてほしい。 

＜審議＞ 

議長：それでは、パネラーに佐藤コーディネーター、大石副代表理事、POKK 吉田氏、それから賛助会員

の経営者の方にご登壇いただくという事でよいか。 

一同：異議なし。 

議長：人選は代表理事、コーディネーター、事務局で進め、決まり次第、理事幹部にメールで報告する。 
 

第 3号審議議案 「10月 拡大理事会地方開催」審議【継続審議】 

 
 

当件について事務局より説明があった。 

＜6月拡大理事会の議論＞ 

・同友会との共催を検討するため「継続審議」→結果、10月の共催は困難であった。 

・開催場所の要望・・・大阪（定例化）、九州（福岡）、北海道、地方開催なし 

・内容の要望・・・PCSA色を出す、理事会含めトータルで計画、翌日親睦ゴルフ等 

＜概要＞ 

目的：会員以外のホール企業にも参加をよびかけ、PCSA へ入会を促す。 

開催地：大都市圏（札幌、仙台、名古屋、京都、大阪、福岡） 

開催日：令和元年 10月 17日（木） 

スケジュール： 

午後 2時 ～ 3時 ≪第 78回遊技法研究会≫ 

3時 15分 ～ 4時 30分 ≪10月拡大理事会≫ 

5時 ～ 5時 45分 ≪PCSA勉強会≫ 

6時 ～ 7時 30分 ≪情報交換・交流会≫（会費＠5000円） 

開催場所：ターミナル駅近辺のホテル会議室 もしくは 近隣会議室 

＜PCSA勉強会（案）＞ 

・演題案 1：「パチンコ業界の将来と、業界の未来のために PCSAが考えている事」 

   ＊代表理事の講演、もしくは理事数名による座談会 

・演題案 2：「改正健康増進法の概要とホールがとるべき対策」 

   解説： 荒田 政雄 法律問題研究部会 リーダー 

・演題案 3：「ホールが対応すべき依存問題対策の概要と機構による依存問題対策調査」 

   解説： 辻 良樹 依存問題対策プロジェクトチーム リーダー 

＜過去 4年の開催場所＞ 
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第 14期  平成 27年 9月 11日（金）～12日（土） 金沢 

第 15期  平成 28年 9月 23日（金）～24日（土） 熊本 

第 16期  平成 29年 9月 21日（木）～22日（金） 大阪   （4研究部会 説明会） 

第 17期  平成 30年 10月 18日（木）  名古屋 （法律ハンドブック勉強会） 

＜意見＞ 

・地方開催での会員勧誘は経験則的に難しい。そこで、東京の理事会に参加していない会員企業、賛助

会員にご参加いただくことを考えてはどうか？ 

・会員以外の人を呼ばないわけでは無い。懇親会に参加したい企業があれば参加可能としたい。 

・場所については、会員、賛助会員の情報をまとめて次月検討したい。 

・どこで理事会を開催したら出席するか、会員賛助会員にアンケートを取ってほしい。 

＜結論＞ 

議長：それでは、本議案は継続審議とする。開催場所について、アンケートを実施するのと、会員、賛助会

員の会社所在情報をまとめてほしい。 
 

第 4号審議議案 「第 18期の RSN への協力方法」審議【承認】 
 

 

当件について事務局より説明があった。 

＜経緯＞ 

令和元年 6 月 24 日に開催された 21 世紀会において、令和元年度（RSN の会計年度は 7 月から翌

年 6月）の RSNへの支援金額が 21世紀会総額で 5,400万円に確定した。また、その 5,400万円は

全機連とホール 5団体で折半となった。 

その後、ホール 5 団体において負担割合の検討をした。PCSA からは、昨年 10 月の PCSA 理事会で承

認を得ていた「PCSA は全体の 1％負担」を伝えており、今回それで了承を得た。（PCSA 負担額 54 万

円） 

＜審議内容＞ 

支援方法について、これまで業務委託（昨年度はプラス寄付金）で支払っていたが、全日遊連を経由し

て「賛助会員」として会費を支払う形で対応をお願いしたい、という依頼があった。そこで RSN の賛助会員

になることについて審議をお願いしたい。 

＜賛助会員になる事のメリット・デメリット＞ 

（メリット） 

・賛助会員として RSN を支援している事を謳える。 

・寄付金税制優遇制度の対象となる。（詳細は確認中。正会員は非対象） 

（デメリット） 

・途中退会しても会費の返金はない。 

・賛助会員に議決権はない。 

・なお、NPO法人の賛助会員になる事で法的責任が及ぶことは無い。 

＜参考＞ 

1）平成 30年度に PCSAが依存問題関係で負担した費用 192万 3585円 

2）令和元年度に PCSA が依存問題関係で負担予定の費用 64万円（見込） 

  （RSN54万円に加え、依存フォーラム 6万円、第三者機関 4万円） 

＜意見＞ 
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・なぜ RSN は賛助会員になってほしいのか？ ＞寄付金だと消費税がかかるので、賛助会員として支払っ

てもらえればそこを回避できるとの事。 

・寄付金税制優遇制度は、支払った側の方が控除できるとの事。一般社団法人は対応可能なのか。＞控

除できると聞いた。 

・同友会は RSN の正会員のままで対応する予定。同友会では利益が出ても法人税を最低限しか払って

いないため不要との判断をしたようだ。 ＞PCSA は利益が出た場合、法人税の支払いが必要になる。一

般社団法人には税制に 2 つのタイプがある。同友会は「非営利型」を選択していると思われる。「非営利

型」は法人税の支払いが最低限になる代わりに、解散した際の残余財産を国に納める等の制約がある。

機構も当初は余ったお金を広告に使うなどして対応してきたが「非営利型」を選択する事により、利益が出

ても多額の法人税を納めなくてもよくなった。 

・昨年は 192万円、今年は 64 万円に下がったのはなぜか？ ＞ここ 1～2年、PCSA から負担額を減ら

したいと訴え続けた事が反映されている。 

・他ホール団体との比較で納得しているのか？ ＞全日遊連非加盟店舗数で按分している。昨年 10 月

の理事会で承認しており PCSA の案が通ったので納得している。 

＜審議＞ 

議長：それでは、RSNの賛助会員となり、会費として 54万円を納める形で進めてよいか？ 

一同：異議なし。 
 

第 5号審議議案 「令和元年度 機構負担金」審議【承認】 
 

当件について事務局より説明があった。 

＜「令和元年度 機構負担金」審議＞ 

令和元年 7 月 4 日に全日遊連から、令和元年度の全日遊連の一般社団法人遊技産業健全化推進

機構への拠出金額が台当り 48円になったという連絡があった。 

例年の通り、PCSA でもそれを踏襲し会員に台当り 48 円の拠出をお願いすること、台数に関するアンケー

ト実施について審議をする。 

＜意見＞ 

・台当たり単価は上がったのか？ ＞48円で例年通り。 

＜審議＞ 

議長：それでは、起案の内容で機構負担金の手続きを進めてよいか？ 

一同：異議なし。 
 

第 6号審議議案 「正会員 休会延長」審議【承認】 
 

当件について事務局より説明があった。休会を希望する正会員は次の通り。 

会社名： 有限会社エー・アール・ケー 

代表者： 白 盛基 

延長希望期間： 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日 

＜審議＞ 

議長：それでは、起案の通り、有限会社エー・アール・ケーの休会を延長しても良いか？ 

一同：異議なし。 
 

第 7号報告議案 「第 18期 理事会開催会場」報告 
 



PCSA アクションレポート（理事会）7 / 12 

 

 

 

当件について事務局より説明があった。 

PCSA 事務局を東上野に移転し、大会議室が事務局内になくなったことにより、現在、外部の会議室で理事

会、研究部会を開催している。6 月の拡大理事会は TKP 上野駅前ビジネスセンターで開催したが、会議室

のサイズが若干狭く、円滑な運営が望めないことから今後の理事会開催場所を下記の通り変更する。 

＜記＞ 

令和元年 7月 18日（木） 

理事会・遊技法研究会： TKP市ヶ谷カンファレンスセンター 3B（3階） 

情報交換交流会： TKP市ヶ谷カンファレンスセンター 9B（9階） 

住所： 東京都新宿区市谷八幡町 8番地 TKP市ヶ谷ビル 

令和元年 9月 19日（木） 

理事会・遊技法研究会： TKP神田駅前ビジネスセンター 5C（5階） 

情報交換交流会： TKP神田駅前ビジネスセンター 5F（5階） 

住所： 東京都千代田区鍛冶町 2丁目2−1 三井住友銀行神田駅前ビル 

令和元年 12月 19日（木）以降（令和 2年 1月 30日（木）、3月 19日（木）） 

理事会・遊技法研究会： TKP秋葉原カンファレンスセンター ホール 7A（7階） 

情報交換交流会： TKP秋葉原カンファレンスセンター ホール 8A（8階） 

住所： 東京都千代田区神田松永町 4番地 1 ラウンドクロス秋葉原 

＜意見＞ 

・広さは市ヶ谷と同じくらいか？ ＞神田駅前は同程度。秋葉原はもう少し広い 
 

第 8号報告議案 「研究部会・委員会・PT活動」報告 
 

当件について、事務局より説明があった。 

＜ 人事問題研究部会・第 18期（7月）活動報告 ＞ 

人事問題研究部会 リーダー 志賀 健太郎 

1．研究部会（毎月 1回 7月開催） 

① 7月 第 184回拡大人事問題研究部会 in大阪 

開催日 令和 1年 7月 11日（木）～12日（金） 

開催場所 大阪府 

内容 1日目 第 183回拡大人事問題研究部会 in大阪 Part1ダイナム大阪統括事務所 

     労政時報勉強会 「大規模災害時の行動基準」 

     質問コーナー 前半、情報交換交流会 

 2日目 第 183回拡大人事問題研究部会 in大阪 Part2 株式会社晋陽本社 

     質問コーナー 後半 

① 8月 第 185回人事問題研究部会（予定） 

開催日時 令和 1年 8月 2日（金） 午前 11時～午後 3時 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 4A 

内容 部会 ・7月大阪拡大部会 振り返り 

    ・労政時報勉強会 「人件費削減施策」 他 

 

＜ コスト問題研究部会・第 18期（7月）活動報告 ＞ 

コスト問題研究部会 リーダー 佐藤 千恵 
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1．研究部会（毎月 1回 7月開催） 

① 7月 第 164回コスト問題研究部会 

開催日時 令和 1年 7月 4日（木） 午後 2時～午後 5時 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 7A 

内容 ・拡大コスト問題研究部会・企業訪問・ストアコンパリゾン in愛知 振り返り 

 ・ビニールレジ袋無償配布禁止法令 対応策 検討 

 ・受動喫煙防止法・ベンチマーク制度セミナー報告 他 

② 8月 第 165回コスト問題研究部会・暑気払い（予定） 

開催日時 令和 1年 8月 1日（木） 午後 2時～午後 5時 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 7A 

内容 ・ビニールレジ袋無償配布禁止法令 対応策 継続 

 ・喫煙ブース情報交換・ベンチマーク制度状況報告（Q＆A） 他 

 ・暑気払い 龍城 上野店 午後 5時 30分～会費￥5,000－（税込） 

 

＜ 法律問題研究部会・第 18期（6月）活動報告 ＞ 

法律問題研究部会 リーダー  荒田 政雄 

1．研究部会（毎月 1回、6月開催） 

① 6月 第 189回拡大法律問題研究部会 in岐阜・富山  

開催日 令和 1年 6月 28日（金）～29日（土） 

開催場所 富山県高岡市、富山市、岐阜県高山市 

内容 1日目 ストアコンパリゾン in岐阜・富山 Part1 

     1．EBIS Cafe＆Pachinko ／ 岐阜県高山市 2．DSG アリーナ高岡店 

     3．ケイズ高岡店 ／ 富山県高岡市 情報交換交流会 

 2日目 ストアコンパリゾン in富山 Part2 

     富山県富山市ホールを自由見学 

     第 189回拡大法律問題研究部会 in富山 

     ・日遊協講話 解説 

     ・広告宣伝に関するレポート報告、解説 

     ・地域による広告規制解説（過去 1 ヶ月、1年、富山県限定） 

     ・質問コーナー「貯玉再プレイの制限数の変更について」 

備考 依存問題対策プロジェクトチームとの共催。 

② 7月 第 190回法律問題研究部会（予定） 

開催日時 令和 1年 7月 27日（土） 午後 1時～午後 4時 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 6A 

内容 日常営業における全国各地の事例について情報共有 他 

 ・法律問題研究部会 平日開催のお願い（継続）開催日確定 

 ・夏季の省エネルギーの取組 

 ・パチンコホール分煙環境整備マニュアルについて 

 ・消費税増税対策について 他 
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＜ 不正対策研究部会・第 18期（6月）活動報告 ＞ 

不正対策研究部会 リーダー 松本  浩 

1．研究部会（毎月 1回 6月開催） 

① 6月 第 156回不正対策研究部会 

開催日時 令和 1年 6月 25日（金） 午後 1時～午後 3時 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 6A 

内容 ・最新ゴト情報・ゴト被害アンケート（5月）について 

 ・広報活動について 

 ・7月 拡大不正対策研究部会・不正対策勉強会 in長野 について 

 ・ゴト被害アンケート 通報、被害届申請、受理について 

 ・内部不正対策について 

② 7月 第 157回拡大不正対策研究部会・第 48回不正対策勉強会 in長野 （予定） 

開催日時 令和 1年 7月 25日（木）～26日（金） 

開催場所 長野県東御市、上田市 

内容 1日目 第 157回不正対策研究部会 in長野 株式会社アメニティーズ 本社 

 ・最新ゴト情報・ゴト被害アンケート（6月）について 

 ・広報活動について 

 ・ゴト被害アンケート 通報、被害届申請、受理について 

 ・内部不正対策について 

 2日目 ストアコンパリゾン in長野 

     100万ドル上田インター店（株式会社アメニティーズ） 他を見学 

     第 48回不正対策勉強会 in長野 

     ～最新のゴト情報について～ 

     講師：有限会社ジャパン・セキュリティ・サービス 

        代表取締役 高石 隆一 様 

     サブテーマ：ゴト対応、コンプライアンス、無承認変更 

           広告宣伝規制、依存対策 

 

＜ 遊技法研究会 第 18期（6月）活動報告 ＞ 

遊技法研究会 委員長 荒田 政雄 

1．研究会（6月開催） 

① 6月 第 75回遊技法研究会 

開催日時 令和 1年 6月 20日（木） 午後 2時 45分～午後 3時 45分 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 3A 

内容 ＜遊技機検討小部会＞ 

  ・時代に適した風営法を求める議員連盟への要望 

  ・業界における対政界戦略 

  ・くぎ曲げ 営業停止事例 

② 7月 第 76回遊技法研究会 

開催日時 令和 1年 7月 18日（木） 午後 2時 45分～午後 3時 45分 

開催場所 TKP市ヶ谷カンファレンスセンター 3B 

内容 ＜遊技機検討小部会＞ 

  ・時代に適した風営法を求める議員連盟への要望 
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  ・依存定義について 他 

 

＜依存問題対策プロジェクトチーム・第 18期（6月）活動報告＞ 

依存問題対策プロジェクトチーム リーダー  辻  良樹 

1．研究部会（毎月 1回、6月開催） 

① 6月 第 27回拡大依存問題対策プロジェクトチーム in岐阜・富山 

開催日 令和 1年 6月 28日（金）～29日（土） 

開催場所 富山県高岡市、富山市、岐阜県高山市 

内容 1日目 ストアコンパリゾン in岐阜・富山 Part1 

     1．EBIS Cafe＆Pachinko ／ 岐阜県高山市 2．DSG アリーナ高岡店 

     3．ケイズ高岡店 ／ 富山県高岡市 情報交換交流会 

 2日目 ストアコンパリゾン in富山 Part2 富山県富山市ホールを自由見学 

     第 27回拡大依存問題対策プロジェクトチーム in富山 

     ・依存問題への対応と経緯 

     ・各社 依存対応情報共有 

備考 法律問題研究部会との共催。 

② 7月 第 28回依存問題対策プロジェクトチーム・第 3回依存問題対策勉強会 （予定） 

開催日時 令和 1年 7月 27日（土） 午前 10時～午後 12時 

開催場所 TKP上野駅前ビジネスセンター 6A 

内容 第 28回依存問題対策プロジェクトチーム 

  ・依存問題対策プロジェクトチーム 平日開催のお願いについて 

  ・拡大部会 in岐阜・富山 振り返り 

 第 3回依存問題対策勉強会 午前 10時 30分～12時 

 テーマ：精神科医が医療現場から見たギャンブル依存と薬物・アルコール依存の違い 

 講師：医療法人社団 正心会 よしの病院 精神科専門医 河本 泰信 様 
 

第 9号報告議案 「業界団体活動」報告 
 

＜第 9号報告議案－1＞ 「業界団体活動」報告（21世紀会） 

日 時： 2019年 6月 24日（金） 午後 4時 30～5時 15分 

場 所： 全日遊連会議室 

【決議事項】（いずれも承認） 

1．2019年度 RSN支援金の支払いについて 

2019年度の RSNの支援金、支払金額を 5,400万円。（PCSAは全体の 1％の 54万円の負

担を予定。） 

2．パチンコ・パチスロ依存問題フォーラムの開催結果と費用の分担について 

5月 14日にフォーラムを開催。費用総額は 506万 4,530円。（PCSA は約 5万円負担） 

3．パチンコ・パチスロ依存問題フォーラムの開催結果報告書及び DVDの制作について 

フォーラムの結果を報告書と DVD化したい。 

4．パチンコ・パチスロ依存問題フォーラムのプロモーション用映像資料の作成について 

フォーラムの結果を短縮版のプロモーション用映像資料を制作したい。 

【協議事項】 

1．全日本社会貢献団体機構の組織変更について 
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現在の全日本社会貢献団体機構の組織を変更し、パチンコ・パチスロ業界全体の社会貢献の受け

皿となるような団体になるべく組織を変更したい。（本日は説明、質疑応答のみ） 

【報告事項】 

1．6月 24日開催 警察庁との連絡会について 

本日実施した。内容としては新基準機の適合率の話が多かった。詳細は明らかにできない。 

2．自己申告・家族申告プログラムのマニュアル改訂作業の進捗について 

パチンコホールへのアクセス制限について、3点取り組みをしている。 

 ①本人同意の無い家族制限の導入 

 ②自己申告、家族申告プログラムの周知徹底 

 ③複数数店舗での登録、顔認証、登録を簡単に 

3．その他 

・パチンコ・パチスロ産業依存対策有識者会議の開催について 

6 月 6 日に第 3 回の有識者会議が開かれた。依存問題フォーラム、政府の基本計画などについて

話し合われた。業界としては基本計画に対応し、実施要項を作成すると説明をした。最終答申はそ

の実施要項を踏まえて出すとの意向であった。 

・テレビ朝日の反応について 

内容証明を発信。到着後「今後、多様性のある報道に務める」との返答がメールであった。 

＜第 9号報告議案－2＞ 「業界団体活動」報告（余暇進から警察庁への質問） 

本年 2 月に余暇進から警察庁生活安全局に質問をしていた内容について、警察庁から回答が届き、ホー

ル 5団体で共有した。質問は 2点。 

1．「マル優」の特例制度にはどのようなものがあるか？ 

2．行政書類の電子化の都道府県ごとの進捗状況、警察庁の考えを教えてほしい。 

その結果、回答としてきたものは、1 は対応する法律、規則の一覧であった。2 は各都道府県の状況は自

身で確認いただきたい、警察庁としては法律に基づき推進していく、という回答であった。 

＜意見＞ 

・質問の意図は何か？ ＞現状確認を意図してとの事であった。 

＜第 9号報告議案－3＞ 「業界団体活動」報告（機構から 21世紀会宛ての文書） 

遊技産業健全化推進機構より 21 世紀会宛てに「依存問題対策調査の開始時期について（延期要請

のご回答）」という文書が届いた。機構の文書に記載されている内容は下記の通り。 

＜記＞ 

21 世紀会から機構にホールの「依存問題対策調査」を依頼しているが、当初決めた調査項目から変更の

必要が生じ、調査が延期中となっている。一方、政府の「ギャンブル等依存症策基本計画」で本年度中の

調査の開始が明記されている。それをふまえ調査項目を本年 8 月末日までに「調査項目」を確定してほし

い、という機構から 21世紀会への要望。 
 

第 10号報告議案 「第 25回参議院通常選挙」報告 
 

令和元年 7 月 21 日に第 25 回参議院選挙が開催される。PCSA 政治文化アドバイザーの参議院議員の

内、改選期であり立候補された PCSA 政治分野アドバイザーは羽田 雄一郎参議院議員、東 徹参議院

議員の 2名であった。 

※ 選挙結果：羽田 雄一郎候補、東 徹候補は選挙区において当選した。 
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その他 
 

＜PCSA スケジュール＞ 

本日の理事会で報告した通り、理事会の会場が変更になった。スケジュールに反映しているのでご確認いた

だきたい。 

＜秋元司先生との勉強会＞ 

8 月 8 日に秋元司先生と PCSA で勉強会を開催する。先方のメンバーは秋元事務所に打診中。PCSA

メンバーは先方の人数を確認しながら代表理事が調整する。 

＜消費税増税とインボイスの影響＞ 

当件について、株式会社ダイナム 財務部 谷島 一郎様より説明があった。 

消費増税が 10 月 1 日から始まり、8％から 10％に上がる。同時に軽減税率制度が開始される。外食は

対象外、新聞は定期購読以外は対象外。設計費、建築費で 10月 1日以降に出来上がるものは 10％

の税率が適用される。インボイス制度とは「適格請求書」に基づいて支払いしたものでないと消費税が控除

出来ないという制度。遊技業の貸玉に関する適格請求書は、通常であれば発行が必要になるが例外があ

る。国税庁が出した「消費税の仕入税額控除制度における適格請求書等保存方式に関する Q＆A」によ

ると、適格請求書の交付義務が免除される取引「3 万円未満の自動販売機等により行われる販売等」に

該当すると思われる。それにより従来通りの取引が可能と考えている。 

＜意見＞ 

・国税庁が大丈夫とお墨付きを出しているのか？ ＞国税庁からお墨付きを得たわけでは無いが、税理士

に確認し、大丈夫だろうという見解を得た。 

・この見解が認められないとどうなるか ＞かなり大きな影響がある。 
 

次回開催 
 

「８月通常理事会」 

開催日：令和 1年 8月 22日（木） 

時間：午前 11時 30分～午後 1時 

場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM神保町 「フォレスト」（東京） 

＜同日 他スケジュール＞ 

11：30～13：00 ≪８月通常理事会≫ 

13：30～14：30 ≪第 18期第 1回臨時社員総会≫ 

15：00～17：00 ≪第 69回 PCSA公開経営勉強会≫ 

17：15～18：45 ≪情報交換交流会≫ 

以上 


